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学
生
時
代
の
主
な
活
動

　

終
講
５
分
前
出
席
。
気
が
向
い
た
と
き
に
す
る
勉
強
。

新
作
を
彫
ら
な
か
っ
たA

rt C
lub

。
音
符
が
読
め
な
い

B
eatles

研
究
会
。
ド
イ
ツ
語
を
知
ら
ず
し
て
行
っ
た

ウ
ィ
ー
ン
大
学
。
反
論
で
き
な
い
ま
ま
優
勝
・
準
優
勝

し
た
交
流
大
学
で
の
ド
イ
ツ
語
弁
論
大
会
。
等
。

学
生
時
代
の
思
い
出

　

自
由
奔
放
の
み
で
あ
っ
た
自
分
を
鍛
え
て
く
れ
た
、

仲
間
、
職
員
、
先
生
と
の
出
会
い
が
、
私
の
生
き
方
を

変
え
て
く
れ
ま
し
た
。
中
で
も
、
あ
る
ド
イ
ツ
文
化
の

先
生
の
「
俺
の
人
生
は
触
媒
だ
！
」
と
い
う
一
言
に
よ

り
、
世
界
へ
眼
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
最

大
の
糧
で
す
。

自
己
紹
介

　

法
律
の
持
つ
論
理
思
考
と
、
企
業
の
基
幹
シ
ス
テ
ム

に
は
、
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
シ
ス
テ
ム
コ
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平
成
21
年
度
同
窓
会
総
会
·
懇
親
会
の
ご
案
内

〜
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
開
催
〜

　

同
窓
会
事
務
局
で
は
、
同

窓
生
の
皆
様
が
集
う
場
と
し

て
、
年
に
２
回
懇
親
会
等
を

企
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
会
場
を
変

え
て
、
５
月
30
日（
土
）に
京

王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
同
窓

会
総
会
を
開
催
致
し
ま
す
。

ま
た
、
駿
輝
祭
開
催
に
併
せ

て
、
10
月
24
日（
土
）に
は
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
平
成
20
年
度
決
算
報
告
、
平
成
21
年
度
予

算
及
び
事
業
計
画
等
を
審
議
し
、
総
会
終
了
後
に
懇
親
会

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
質
問
や
ご
意
見
を
会

●同窓会総会・懇親会のご案内
開催日：平成21年5月30日（土）
場　所：京王プラザホテル

　　　　総　会　47Ｆ　あけぼの

　　　　懇親会　 3Ｆ　グレースルーム

　　　　〒160－8330

　　　　東京都新宿区西新宿2－2－1

　　　　TEL03－3344－0111（代表）

ＵＲＬ　http://www.keioplaza.co.jp
時　間：総　会　15時30分～

　　　　懇親会　16時30分～

会　費：無料

アクセス：

 JR・私鉄・地下鉄「新

宿駅（西口）」下車

徒歩5分、都営大江

戸線「都庁前駅」B

1出口すぐ、お車で

は首都高速4号線

「新宿ランプ」から

車で約1分。

●ホームカミングデーのご案内
　10月24日（土）の駿輝祭開催時に、飯能キャンパスにて

ホームカミングデーを開催致します。同窓会主催の講演

会や会員の皆様をご招待しての懇親会も企画しておりま

す。皆様お誘い合わせの上、ふるってご参加ください。

の
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

年
の
総
会
・
懇
親
会
も
、
一

人
で
も
多
く
の
会
員
の
皆
様

に
ご
出
席
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

ご
出
席
い
た
だ
け
る
場
合

は
、
会
場
準
備
等
の
都
合
上
、

同
封
の
は
が
き
を
同
窓
会
事

務
局
ま
で
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

ご
都
合
に
合
わ
せ
て
、
総
会

ま
た
は
懇
親
会
の
い
ず
れ
か
の
ご
出
席
も
可
能
で
す
。

　

な
お
、
法
学
部
四
期
生
Ｋ
組
で
は
、
同
窓
会
総
会
・
懇

親
会
終
了
後
に
ク
ラ
ス
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
該
当
ク

ラ
ス
の
方
は
、
こ
ち
ら
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

桐き

生り
ゅ
う 

岳が
く 

氏

ン
サ
ル
タ
ン
ト
兼
Ｇ
Ｍ
。
そ
し
て
、
大
学
で
培
っ
た
法

学
を
活
か
し
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
業
と
し
て
い

ま
す
。
中
で
も
、
メ
ン
タ
ル
リ
ス
ク
を
な
く
す
社
会
を

目
標
に
、
経
営
者
向
け
の
心
理
研
修
講
師
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

趣
味
は
、
そ
ん
な
こ
と
で
は
割
り
切
れ
な
い
の
で
、

純
米
酒
と
活
魚
料
理
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
最
近
よ
う
や

く
彫
刻
を
再
開
し
ま
し
た
。

同
窓
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
等

　

先
ず
、
迷
惑
を
か
け
た
方
に
、
ご
め
ん
な
さ
い
。

　

こ
の
度
、
縁
あ
っ
て
、
職
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
学
は
、
ほ
ろ
苦
い
場
所
で
も
あ
り
、
懐
か
し
い
ホ

ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
す
。「
今
」
か
ら
、
少
し
ず
つ
旧

交
を
温
め
、
少
し
ず
つ
先
生
と
仲
間
に
恩
返
し
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

　

私
は
、
在
学
時
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
は

個
性
で
す
！
」
と
い
う
言
葉
が
好
き
で
す
。

　

社
会
に
出
て
15
年
が
経
ち
、
よ
う
や
く
、
そ
の
意
味

が
わ
か
り
始
め
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
卒
業
生
の
み
な
ら
ず
、
在
学
生
、
そ
し

て
未
来
の
大
学
へ
の
支
援
が
で
き
る
環
境
に
あ
り
ま
す
。

ご
助
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

北京オリンピック出場 カヌー部矢澤一輝君への北京オリンピック出場 カヌー部矢澤一輝君への
同窓会からの援助について（ご報告）同窓会からの援助について（ご報告）

●同窓会からの援助について
　平成20年10月１日発行の同窓会報（第15
号）の中でもご報告しておりますが、昨年
８月に開催された北京オリンピックに、本
学カヌー部の矢澤一輝君（文化情報学部メ
ディア情報学科）が出場しました。
　本学初のオリンピック選手でもある矢澤

君に、同窓会からも以下の通り
援助をさせていただきました。
　オリンピック終了後、矢澤君
から同窓会にお礼状をいただ
きましたので、この場をお借
りしてご報告致します。
　同窓会としても、これから
も矢澤君の活躍に期待し、応
援していきたいと思います。

本学初のオリンピック選手でもある矢
君
援
　
か
き
り
　
も
援

項　　目 内　　容 援助額（円）
オリンピック出場お祝い金 7月30日に開催された壮行会で同窓会から

のお祝いを贈呈
100,000

矢澤君壮行会開催の祝電 7月30日に開催された壮行会に同窓会より
祝電を打電

5,050

オリンピック使用艇製作費 オリンピックで使用するカヌー艇の新規
製作費用の全額を援助

450,000

オリンピック強化合宿費用 北京オリンピックコースでのトレーニン
グ及びワールドカップ参戦・プレ世界選
手権大会・欧州トレーニングに係る遠征
費用の個人負担金のうち20万円を援助

200,000

北京オリンピック壮行会
実施経費

大学主催（同窓会・父母会後援）の壮行
会実施経費として20万円を援助

200,000

矢澤君オリンピック出場に伴う
埼玉新聞記事広告掲載費

埼玉新聞記事広告（2/3矢澤選手取材記事、
1/3入試広報記事）の協賛

735,000

合　計 1,690,050

平成20年度総会

懇親会集合写真

オリンピック使用艇オリンピック使用艇

※同窓会予算（予備費）から支出させていただきました。

平
成
20
年
度
か
ら
副
会
長
に

就
任
さ
れ
た
桐
生 

岳
氏
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

平
成
５
年
法
学
部
卒

役
員
紹
介
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●
第
７
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
実
施
報
告

　

昨
年
10
月
25
日（
土
）に
開
催
さ
れ
た
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

に
は
、
大
勢
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
講
演
会
〉　

10
月
25
日（
土
）13
時
か
ら
、

第
二
講
義
棟
４
階
７
４
０
５

教
室
で
、
角
田
信
朗
氏
に
よ

る
講
演
会
（
同
窓
会
・
父
母

会
共
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
在
学
生
、
同
窓
会
会
員
、

父
母
会
会
員
の
他
、
地
元
市

民
の
方
な
ど
、
約
４
０
０
名

の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

大
変
盛
況
な
講
演
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
「
我
、
事
に
お
い
て
後
悔
せ
ず
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、

幼
少
時
代
の
お
話
か
ら
格
闘
家
に
至
る
ま
で
を
、
時
折
、
会
場

の
笑
い
を
誘
い
な
が
ら
熱
の
こ
も
っ
た
口
調
で
お
話
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

〈
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
懇
親
会
〉

　

講
演
会
の
後
、
15
時
か
ら
、
第
二
講
義
棟
15
階
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
ル
ー
ム
で
、
同
窓
会
主
催
の
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
窓
会
会
員
の
他
、ご
家
族
・
ご
友
人
を
お
誘
い
い
た
だ
き
、教

職
員
も
含
め
て
約
１
７
０
名
の
方
が
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

余
興
で
は
、
本
学
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
と
し
て
北
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
カ
ヌ
ー
部
の
矢
澤
一
輝
君
の
活
躍
す

る
姿
が
ビ
デ
オ
で
上
映
さ
れ
、
応
援
団
の
一
員
と
し
て
現
地
に

赴
い
た
同
窓
会
役
員
新
井
克
明
氏
（
平
成
12
年
文
化
情
報
学
部

卒
）
に
よ
っ
て
駿
大
生
が
世

界
で
活
躍
す
る
様
子
や
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
会
場
の
雰
囲
気
な

ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
最

後
に
、
同
窓
会
副
会
長
の
桐

生
岳
氏
（
平
成
5
年
法
学
部

卒
）
の
音
頭
で
、
校
歌
斉
唱

を
し
て
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
皆
様
が
気
軽
に

参
加
で
き
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
次
回
も
ど
う
ぞ
お
楽

し
み
に
‼

●
卒
業
寄
付
に
つ
い
て

　

前
回
の
同
窓
会
報
（
第
15
号
）
で
、
昨
年
度
の
同
窓
会
活
動

項
目
と
し
て
大
学
へ
の
卒
業
寄
付
に
つ
い
て
ご
報
告
致
し
ま
し

た
が
、
現
在
進
め
て
い
る
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
環
境
整
備
の
一
環

と
し
て
中
庭
の
ベ
ン
チ
を
全
て
入
れ
替
え
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
一
部
を
同
窓
会
か
ら
の
寄
付
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ベ
ン
チ
に
は
、
同
窓
会
の
記
念
プ
レ
ー
ト
を
付
け

設
置
す
る
予
定
で
す
。
多
く
の
方
の
憩
い
の
場
と
し
て
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
内
容
を
見
直
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
よ
り
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
住
所
変
更
の
お
願
い

　

会
員
の
皆
様
の
現
住
所
宛
に
、
年
に
２
回
（
４
月
・
10
月
）

同
窓
会
報
を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
が
、
在
学
中
に
ひ
と
り
暮

ら
し
を
し
て
い
た
方
や
、
転
勤
等
で
卒
業
後
の
ご
住
所
が
変
更

に
な
っ
て
い
る
方
は
、
住
所
変
更
の
手
続
き
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
住
所
変
更
は
、
お
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
同
窓
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
事
務
局
よ
り

同
窓
会
事
務
局
よ
り

同
窓
会
事
務
局
よ
り

同
窓
会
事
務
局
よ
り

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

戸と

村む
ら

栄え
い

子こ　

文
化
情
報
学
部
教
授
ご
逝
去

　

文
化
情
報
学
部
の
戸
村
栄
子
教
授
が
昨
年
９
月
16
日（
火
）、
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
56
歳
で
し
た
。

　

戸
村
教
授
は
１
９
７
１
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
入
局
し
、
営
業
局
、
経
営
情
報
室
、
放
送

世
論
研
究
所
、
国
際
局
、
放
送
文
化
研
究
所
な
ど
約
30
年
間
の
勤
務
経
験
を
経
て
、

２
０
０
３
年
４
月
に
本
学
部
教
授
に
就
任
さ
れ
、
映
像
・
音
響
情
報
コ
ー
ス
の
映

像
情
報
関
係
（
映
像
メ
デ
ィ
ア
論
、
映
像
情
報
論
、
映
像
ア
ー
カ
イ
ブ
論
）
の
科

目
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。
番
組
情
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用
、
視
聴
者
の
動
向
、
メ
デ
ィ
ア
経
営
分
野
の
調
査
研
究
な
ど

放
送
各
分
野
に
お
け
る
幅
広
い
実
務
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
講
義
は
、
学
生
た
ち
の
間
で
も
評
判
の
高
い
も
の
で
し

た
。

　

２
０
０
５
年
秋
頃
か
ら
体
調
を
崩
さ
れ
、
病
気
治
療
と
療
養
の
た
め
長
期
休
暇
・
休
職
を
と
ら
れ
た
た
め
、
い
つ

も
笑
顔
で
華
や
か
で
あ
っ
た
戸
村
教
授
の
お
姿
を
キ
ャ
ン
パ
ス
で
直
接
お
見
か
け
す
る
こ
と
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
部
の
映
像
・
音
響
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
戸
村
教
授
の
こ
れ
ま
で
の
現
場
で
の

実
績
が
生
か
さ
れ
、
教
育
が
充
実
・
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
時
期

に
こ
の
よ
う
な
突
然
の
お
別
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
誠
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
教
壇
に
立
っ
て
後
進
を

指
導
さ
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
、
治
療
に
励
ん
で
こ
ら
れ
た
戸
村
教
授
自
身
の
無
念
も
察
す
る
に
余
り
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
戸
村
教
授
が
残
さ
れ
た
熱
意
は
私
た
ち
教
職
員
・
学
生
に
確
か
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は

こ
の
悲
し
み
を
の
り
こ
え
、
文
化
情
報
学
部
・
新
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
部
の
教
育
と
発
展
の
た
め
に
努
力
を
続
け
る
所

存
で
す
。

　

先
生
、
短
い
期
間
で
し
た
が
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お
休
み
く
だ
さ
い
。

 

『
駿
河
台
大
学
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
』
第
１
２
９
号
（
２
０
０
８
年
12
月
５
日
発
行
）
よ
り

國こ
く

分ぶ　

信ま
こ
と　

文
化
情
報
学
部
元
教
授
ご
逝
去

　

文
化
情
報
学
部
の
國
分
信
元
教
授
が
、
昨
年
10
月
25
日（
土
）、
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
79
歳
で
し
た
。

　

國
分
先
生
は
慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
（
民
事
法
専
攻
）
を
修
了
後
、

高
校
教
諭
、
学
校
図
書
館
司
書
、
専
門
図
書
館
司
書
、
研
究
員
、
銀
行
員
、
大
学

非
常
勤
講
師
、
英
国
留
学
な
ど
多
様
な
職
歴
を
経
て
、
１
９
８
９
年
鹿
児
島
女
子

短
期
大
学
教
授
に
就
任
。
同
短
大
で
は
図
書
館
長
も
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
９
９
４
年
、
文
化
情
報
学
部
の
開
設
と
同
時
に
本
学
に
就
任
、
２
０
０
３
年
３
月
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
９
年

間
、
図
書
館
情
報
学
、
企
業
記
録
論
な
ど
、
そ
の
豊
富
な
経
歴
を
生
か
し
て
図
書
館
系
と
企
業
系
の
科
目
を
担
当
さ

れ
ま
し
た
。

　

國
分
先
生
を
良
く
知
る
教
職
員
に
よ
る
と
、
学
生
か
ら
の
信
頼
は
厚
く
、
特
に
演
習
や
講
義
に
お
け
る
ご
自
身
の

多
彩
な
実
務
経
験
に
基
づ
く
指
導
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
紹
介
の
講
話
に
定
評
が
あ
り
、
ま
た
、
教
職
員
間
に
お
い
て
も
、

時
に
は
議
論
が
白
熱
し
た
際
に
、
先
生
の
温
厚
な
人
柄
に
よ
り
場
が
和
み
、
多
く
の
人
が
助
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 
『
駿
河
台
大
学
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
』
第
１
２
９
号
（
２
０
０
８
年
12
月
５
日
発
行
）
よ
り

ホームカミングデー講演会ホームカミングデー懇親会

駿
河
台
大
学
同
窓
会
事
務
局
（
学
生
課
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
４
２
‐
９
７
２
‐
１
１
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
４
２
‐
９
７
２
‐
１
１
４
９

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

 http://w
w
w
.surugadai.ac.jp/

　
　
　
　

dousou/index.htm
l.
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答　

辞

◆
文
化
情
報
学
部　

知
識
情
報
学
科

美
宅　

紀
代
美

総　

代

◆
法
学
部　

法
律
学
科

阿
部　

哲
也

経
済
学
部　

経
済
学
科

金
箱　

祐
介

経
済
学
部　

経
営
情
報
学
科

小
西　

陽
平

文
化
情
報
学
部　

文
化
情
報
学
科

菅
野　

沙
織

文
化
情
報
学
部　

知
識
情
報
学
科

関
口　

佳
那

現
代
文
化
学
部　

比
較
文
化
学
科

秋
田
谷　

美
千
子

現
代
文
化
学
部　

心
理
学
科

保
谷　

麻
貴

法
務
研
究
科

金
森　

健
一

経
済
学
研
究
科

持
田　

崇

現
代
情
報
文
化
研
究
科

 

　

文
化
情
報
学
専
攻

内
田　

い
づ
み

現
代
情
報
文
化
研
究
科　

 

法
情
報
文
化
専
攻

太
田　

浩
之

優
秀
賞　

◆
法
学
部　

法
律
学
科

新
田　

奨
光

経
済
学
部　

経
済
学
科

斎
藤　

真
理
子

経
済
学
部　

経
営
情
報
学
科

今
村　

浩
司

文
化
情
報
学
部　

文
化
情
報
学
科

坂
本　

恵
美

文
化
情
報
学
部　

知
識
情
報
学
科

山
﨑　

純

現
代
文
化
学
部　

比
較
文
化
学
科

月
野　

保
光

現
代
文
化
学
部　

心
理
学
科

菊
池　

大
樹

菩
提
樹
賞　

◆
法
学
部　

法
律
学
科

秋
庭　

江
美
子

荒
井　

和
樹

岡
部　

真
也

木
村　

真
佑
子

須
田　

勇
太
郎

藤
田　

俊

三
浦　

琢

矢
野　

瑛

矢
野
目　

正
嗣

中
山　

修
二

経
済
学
部　

経
済
学
科

大
滝　

佑
一

金
子　

直
人

竹
内　

善
秋

塚
田　

浩
文

三
ツ
木　

拓
也

経
済
学
部　

経
営
情
報
学
科

石
坂　

雅
裕

髙
木　

亮

向
井　

良
太

C
U
I　

S
O
N
G

　

L
IA
N

文
化
情
報
学
部　

文
化
情
報
学
科

石
川　

透

高
山　

久
美
子

渡
邉　

慎
太
郎

文
化
情
報
学
部　

知
識
情
報
学
科

永
井　

圭
大

貫
井　

哲
郎

早
坂　

愛
美

現
代
文
化
学
部　

比
較
文
化
学
科

飯
田　

結
実

斉
藤　

妙
子

中
村　

恵
吏
子

現
代
文
化
学
部　

心
理
学
科

新
井　

千
晶

伊
藤　

沙
織

小
林　

和
剛

特
別
賞　

◆【
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
活
躍
】

沼
尾　

真
寿
美
（
ホ
ッ
ケ
ー
）

金
谷　

徹
（
カ
ヌ
ー
）

深
澤　

知
美
（
ホ
ッ
ケ
ー
）

内
村　

優
希
（
ホ
ッ
ケ
ー
）

増
子　

晴
信

 

（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
）

海
渕　

萌
（
カ
ヌ
ー
）

【
文
化
的
活
動
に
お
け
る
活
躍
】

﨑
原　

正
平
（
沖
縄
県
人
会
）

秋
元　

健
太

 

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
）

橋
本　

俊
輔

 

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
）

井
戸　

泰
之

 

（
課
外
活
動
で
活
躍
、
貢
献
）

篠
﨑　

真
人

 

（
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
）

H
E

　

X
IN

（
留
学
生
交
流
会
）

早
坂　

愛
美

 

（
課
外
活
動
で
活
躍
、
貢
献
）

山
﨑　

純　

 

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
）

大
平　

百
合
子

 

（
ド
イ
ツ
語
弁
論
大
会
入
賞
）

【
資
格
取
得
】

中
山　

修
二

 

（
行
政
書
士
試
験
合
格
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
貢
献
賞　

◆【
学
生
参
加
に
よ
る〈
入
間
〉活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
活
躍
】

関
根　

大
樹
（
法
・
法
律
）

細
野　

裕
樹
（
経
済
・
経
済
）

宮
島　

尭
彦
（
経
済
・
経
済
）

斎
藤　

幸
也
（
経
済
・
経
営
情
報
）

木
村　

順
一

 

（
文
化
情
報
・
文
化
情
報
）

平
山　

瞬

 

（
文
化
情
報
・
文
化
情
報
）

【「
駿
大
の
森
」
百
年
協
定
に
基
づ
く

飯
能
活
性
化
に
お
け
る
活
躍
】

岡
田　

裕
太
（
法
・
法
律
）

眞
鍋　

英
邦
（
法
・
法
律
）

平
成
20
年
度

答
辞
・
総
代
・
各
賞
受
賞
者
一
覧

平
成
20
年
度
卒
業
式
報
告

　

平
成
21
年
３
月
25
日（
水
）に
、
第
19
回
卒
業
式
と
、
コ

メ
ン
ス
メ
ン
ト
パ
ー
テ
ィ
ー
（
卒
業
祝
賀
・
謝
恩
パ
ー
テ

ィ
ー
）
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。　

平
成
20
年
度
は
、
学

部
生
１
０
２
９
名
、
大

学
院
生
63
名
、
総
数
１

０
９
２
名
が
、
晴
れ
て

卒
業
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　

卒
業
式
で
は
総
長
挨

拶
、
学
長
式
辞
の
後
、

各
学
科
の
総
代
に
「
卒

業
証
書
・
学
位
記
」
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
来

賓
に
は
独
立
行
政
法
人

国
立
公
文
書
館
館
長
の
菊き

く

池ち

光み
つ

興お
き

様
を
お
迎
え
し
、
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
本
学
が
ロ
ケ
地
と
な
っ

て
い
る
人
気
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
ご
く
せ
ん
」
シ
リ
ー
ズ

で
、
主
人
公
を
演
じ
て
い
る
〝
ヤ
ン
ク
ミ
〞
こ
と
山
口
久

美
子
役
の
女
優
仲
間
由
紀
恵
様
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
流
れ
る
と
、
式
場
が
驚
き
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
文
化
情
報
学
部
知
識
情
報
学
科
の
美
宅
紀
代
美
さ
ん

が
、
卒
業
生
を
代
表
し
て
、
堂
々
と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

卒
業
式
終
了
後
、
各
教
室
に
移
動
し
て
、
卒
業
生
全
員

に
「
学
位
記
・
卒
業
証
書
」
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

飯
能
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
コ
メ
ン
ス
メ

ン
ト
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
恩
師
と
の
思
い
出
を
振
り
返
っ

た
り
、
卒
業
生
同
士
が
こ
れ
ま
で
の
学
生
生
活
を
語
り
合

っ
た
り
し
、和
気
藹
々
と
し
た
パ
ー
テ
ィ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
卒
業
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

特
別
賞
を
受
賞
し
た
経
済

学
部
経
済
学
科
の
秋
元
健
太

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

○
大
学
生
活
を
振
り
返
っ
て

　

一
番
に
言
え
る
こ
と
は
、

「
駿
大
に
入
っ
て
良
か
っ
た
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
り
き
た
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

4
年
間
の
大
学
生
活
は
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。

○
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
？

　

課
外
活
動
と
土
方
先
生（
経
済
学
部
教
授
）の
授
業
で
す
。

○
課
外
活
動
で
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
た
の
で
す
か
？

　

サ
ッ
カ
ー
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
２
年
生
の
時
に
は
会
長

を
務
め
ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
た
こ
と
で
「
本
当
の

友
達
」
と
出
会
え
た
と
思
い
ま
し
た
し
、
サ
ー
ク
ル
は
、

安
心
で
き
る
居
場
所
だ
っ
た
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
卒
業

し
て
か
ら
も
皆
で
集
ま
る
機
会
を
作
り
た
い
で
す
ね
。

　

そ
れ
か
ら
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
ス
タ
ッ
フ

を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
様
々
な
人
と
触
れ
合
う
こ
と
が

出
来
て
、
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

○
土
方
先
生
の
授
業
で
は
？

　

土
方
先
生
に
は
2
年
生
の
時
か
ら
お
世
話
に
な
り
、
副

ゼ
ミ
長
と
し
て
学
ん
だ
３
、
４
年
生
の
時
に
は
、
ア
ウ
ト

ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
や
農
業
実
習
等
色
々
な
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
時
に
は
優
し
く
時
に
は
厳
し
く
指
導
し

て
く
だ
さ
っ
た
先
生
に
は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

○
卒
業
後
は
？

　

卒
業
後
は
実
家
が
あ
る
栃
木
県
内
の
銀
行
に
就
職
し
ま

す
。
駿
大
ま
で
は
少
し
遠
く
な
り
ま
す
が
、
時
間
を
見
つ

け
て
遊
び
に
来
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
世
話
に
な
っ
た
教

職
員
の
方
に
社
会
人
と
し
て
成
長
し
た
自
分
を
、
見
て
も

ら
え
た
ら
良
い
で
す
ね
。

○
新
社
会
人
と
し
て
の
意
気
込
み

　

学
生
と
い
う
立
場
か
ら
社
会
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、

不
安
だ
ら
け
で
す
が
、
根
性
と
継
続
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
学

生
生
活
で
学
び
得
た
知
識
や
経
験
を
い
か
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　

秋
元
君
を
は
じ
め
平
成
20
年
度
卒
業
生
を
新
た
な
会
員

と
し
て
迎
え
る
同
窓
会
と
し
て
も
、
社
会
へ
の
旅
立
ち
を

祝
福
し
、
応
援
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

 

（
同
窓
会
事
務
局
）

第19回卒業式第19回卒業式

秋元君

学部生

法学部 法律学科 第19期 337名

経済学部
経済学科

第16期
131名

経営情報学科 134名

文化情報学部
文化情報学科

第12期
173名

知識情報学科 90名

現代文化学部
比較文化学科 第９期 74名

心理学科 第３期 90名

学部生合計 1,029名

法科大学院生 法務研究科 法曹実務専攻 47名

大学院生

経済学研究科 経済・経営専攻 7名

現代情報文化
研究科

文化情報学専攻 6名

法情報文化専攻 3名

大学院生合計 63名

総　　　　数 1,092名

平成20年度卒業者数
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メディア情報学部

最
新
の
多
元
的
メ
デ
ィ
ア
社
会
に
対
応
し
、

就
職
力
を
高
め
ま
す
。

メディア情報学部の挑戦 ─ 新しい魅力はこの２つのポイント

New 1 これからの多元的メディア社会に対応！ 
最新の多元的メディア社会に対応！従来の映像、音響に加えてグラフィックスデザイン、DTP、
CM制作などの科目を追加。また、実習・演習科目を増設し、即戦力となる人材の育成環境を充実。

図
書
館

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

デ
ジ
タ
ル

デ
ザ
イ
ン

映像・音響
メディア

就職

電子図書館
インターネット検索
テキスト自動分類

映像アーカイブズ
バーチャル
　ミュージアム
音の展示

ネット音楽配信
ノンリニア
　映像編集
CG動画

デジタルデザインコース
実務テクニックから芸術まで！
オフィスソフトのワザからネット
ワークの仕組み、グラフィックデ
ザインまで、これからのデジタル
世界を活用する術が学べます。

図書館・アーカイブズコース
情報サービスの最前線！
増えるデジカメ写真、音楽ファイ
ル、どうやって整理する？？
そんな身近なところから企業・官公
庁の情報管理やプレゼンスキルも。

映像・音響メディアコース　制作の視点でメディア社会に迫る！
プロ顔負けの充実したスタジオ設備でモノづくりの楽しさ、むずかしさを体験。マルチ
メディア社会をリードしていく人材を育成します。

New2 就職力を徹底的に強化！ 
1～ 4 年次まで少人数ゼミナールで一人ひとりの基礎学力とコミュニケーション力を指導。
進路を「公務員」「企業」「専門職」に分けて、個々の学生にもっとも適した就職を支援。

■筆記試験の突破を目指す
日本語能力、使える英語、常識
数学を基礎から徹底指導

■どんな職場でも役立つ情報の知識・技術
パソコン操作からシステム運用、ネット
活用からセキュリティ管理まで

■就職活動へのアプローチ
適性探索から常識力のアップ、
社会人マナー、面接スキルまで

取得資格 
通常の授業で目指せる資格
「司書」「司書教諭」「学芸員」「ファイリング・デザイナー」「情報教諭」
 「情報検索基礎能力」「初級システムアドミニストレータ (AD)」など

選抜授業で取得を目指せる資格
「基本情報技術者 (FE)」「情報セキュリティアドミニストレータ (SU)」
「ソフトウェア開発技術者 (SW)」「XMLマスター：ベーシック」など

進路 
コンピュータ・情報検索・広告宣伝・
ウェブデザイン関連企業
図書館（司書）、博物館（学芸員）、
学校（司書教諭、情報教諭）
テレビ局、ラジオ局、番組制作会社
一般企業で活躍している卒業生も多数

『文化情報学部』は、『メディア情報学部』
に生まれかわります。

心理学部
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　　1  現代社会の諸問題を心理学的に理解し、その解決に役立つ
人材の育成を目指します

　　　　　 専門科目は臨床心理を中心に学ぶ「発達と臨床の心理コース」と、犯罪や情報社会化など
現代社会の問題を学ぶ「現代社会と心理コース」の2コースを作りました。

　　2  人間に関する幅広い視野に立った総合的な人間理解を目指します 
　　　　　心理学だけでなく宗教や社会学、文化人類学、生物学など、人間に関する科目も学習します。

　　3  心理学の基礎を重視し、心理学的思考のできる人材の育成を
目指します 

　　　　　実験など、心理学の研究法をきちんと理解できるように基礎科目を用意しました。

　　4  社会人としての自覚と幅広い教養を身につけた人材の育成を
目指します 

　　　　　就業意識育成のためのキャリア科目や現代社会の諸問題を理解するための教養科目を用意しました。

　　5  学生としての基礎的学力の育成を重視します 
　　　　　 １，2 年次では、専門書を読む、レポートをまとめる、意見を発表するなど、大学で学ぶ

ための基本的スキルを身につけるための学習をします。

特徴
その

特徴
その

特徴
その

特徴
その

特徴
その

●民間会社（産業カウンセラー、人事担当、市場調査など）
●公務員（障害者（児）施設などのカウンセラー、
　　　　　 児童相談所、保護観察官、家裁調査官など）

●病院（心理判定員、指導員など）
●教員（社会）など

コース専門科目
（発達と臨床の心理コース）

コース専門科目
（現代社会と心理コース）

心理学基礎
方法論科目

教養系
科目

人間学系
科目

心理学
基本科目

進　路

心心理心

特徴その3
心理学の基礎を

重視し、心理学的思考の
できる人材の育成を

目指します
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導
入
教
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特徴その１
現代社会の諸問題を
心理学的に理解し、
その解決に役立つ
人材の育成を
目指します

心
方
心心心心心心

特徴その2
人間に関する

幅広い視野に立った
総合的な人間理解を
目指します

特徴その5
学生としての

基礎的学力の育成を
重視します

キ
ャ
キ
ャャ
キ
ャャャ
ン

取得可能な資格
認定心理士、教員（社会）

特徴その4
社会人としての
自覚と幅広い教養を
身につけた人材の
育成を目指します

学部と
同時に

、大学院

（臨床心
理士養成

過程を含
む）

も設置
する予

定です
！

カリキュラム
内容と特徴

箱庭療法器具

心理学実験の様子

現代文化学部
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1 現代文化学部ではこんな人を求めています。 
Ａ： 異文化と文化交流に関心があり、日本の文化と海外の異文化を比較して理解を深め、国際派とし
てグローバルに活躍したい人

Ｂ： 観光による文化交流に関心があり、世界のさまざまな地域の風物や文化に触れながら学び、観光
のプロを目指したい人。

Ｃ： スポーツに関心があり、スポーツ実技の向上を目指しつつ、地域や世界におけるスポーツの意義・
役割を理解し、スポーツとともに生きたい人。

あなたはＡ・Ｂ・Ｃのどれかにあてはまりますか？

あてはまると言うあなたにピッタリの新学科が創られます。それが現代文化学部現代文化学科です。
Ａの人には「比較文化コース」、Ｂの人には「観光ホスピタリティコース」、Ｃの人には「スポーツ
文化コース」を用意しました。

もちろん、すべてを学びたいという人もＯＫてす。

2 現代文化学部はこのような教育を行います。 
現代文化学部現代文化学科は、３コースからなり、それぞれ現代文化の３つの分野を、体験中心に、
また、グローカルに学び、そして、知識と理論もしっかり身につけて、目指す道へと導きます。

あなたのコースは？ 比較文化
コース

観光ホスピタリティ
コース

スポーツ文化
コース

どのような分野？ 言語文化・アート分野 観光分野 スポーツ分野

体験しよう！ 留学・海外語学研修 世界や日本の観光研修 スポーツ競技の実践・観戦

ヨーロッパ・アメリカ・
アジア文化

ヨーロッパ・アジア観光
研修

ヨーロッパ発祥のサッ
カー・ラグビー

アメリカ発祥のベース
ボール・アメリカンフッ

トボール

日本・地域文化 エコツーリズムなど 武道・相撲・地域スポーツ

少人数の演習と基礎中心の講義科目

英語の教員、商社など
海外とかかわりの深い

企業の社員

ツアーコンダクターや
旅行会社の社員

保健体育の教員、地域の
スポーツリーダーなど

知識と理論も重要

最後に目指す道は

グロー
バル

ロー
カル

グロー
カルに +

　2009年4月より、現在の文化情報学部と現代文化学部を改組
し、新たに、『メディア情報学部メディア情報学科』、『現代文化
学部現代文化学科』、『心理学部心理学科』が開設されました。
　これによって1987年の法学部創設以来、人文社会科学系総合
大学として発展してきた本学は、法学、経済学、メディア情報学、
現代文化学、心理学の5学部を擁することになりました。
　また、心理学部と同時に、大学院・心理学研究科（臨床心理士
養成課程を含む）も設置されました。個人の心や社会の病理を研
究し、その予防と対策や矯正の実践も為しうる高度専門職業人の
養成をめざし、臨床心理学専攻と法心理学専攻の2専攻からなり、
特に法心理学専攻は、わが国大学院では初めての開設となります。

法　学　部 法律学科

経済学部 経済経営学科

メディア情報学部 メディア情報学科

現代文化学部 現代文化学科

心理学部 心理学科

大　学　院

経済学研究科

現代情報文化研究科

法科大学院
（法務研究科）

心理学研究科

2009年4月　3学部　3学科新設

NEW

NEW

NEW

NEW

学部・学科構成


